
 

仙台・文化財サポーター会活動記録（保存継承部会） 
 

 

第 2回活動記録（保存継承部会） 

◯7月 18日（金）例会 「仙台のダークな伝承を探る（続編）」 

・13時 30分集合〜15時解散 

・参加者 16名 

・今回はダークな場所ではなく、広瀬川沿いで伝承の残る四つの史跡を訪れました。 

 

 

①賢淵 

「化け蜘蛛」伝説（下の資料参照）のある賢淵。国道 48号線沿いの一角の木々の覆われた中に「妙

法蜘蛛之霊」と刻まれた石碑がありました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

②来迎寺（八幡）  

境内にモクリコクリの碑と称されている板碑（供養碑）があり、二つあったそうですが、一つは行方不明に。

また、この碑の石粉が百日咳に効くと言われていることから碑が削られていました。 

当日は来迎寺様の計らいで、本堂で鎌倉時代に制作された本尊阿弥陀如来にお参りするとができました（本尊

は現在、塗り直しされて写真のように金ピカ）門前には「滝前丁」の辻標と文字が判読できない大きな石碑もあ

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③縛り不動明王（角五郎） 

謂れは下記参照。毎年 7 月 23 日と 24 日に「縛り地蔵尊」の例祭が行われ、この時、年に 1 度不動明王の

縄がほどかれます。とてもレアな瞬間なので、この日を狙って行ってみるのもいいかも！ 

（画像は昨年の例祭です） 

 



 

④澱不動尊文永十年板碑（広瀬町） 

住宅街の家々に挟まれたところにある石碑。兵衛太郎という人の極楽往生を願って鎌倉時代に建立された供養碑

ですが、どんな人だったのかは詳しくはわからないとか。 

石碑の材質（井内石）や彫られた装飾などからかなり贅沢な作りの石碑だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨明けが発せられる猛暑の中、今回もたくさんの新たな発見に出会えた例会でした。 

 


